
防災×テクノロジー官民連携プラットフォーム活用事例

愛媛県松山市/松山市デジタル版マイ・タイムライン防災サービスの導入

事例概要

「学校」「地域」「施設」を核にマイ・タイムライン（家庭の防災行動計画）を普及し、

風水害での逃げ遅れをなくすことを目的に、マイ・タイムラインをアプリで簡単

に作成できるシステムを導入。全市立中学校で実施しているマイ・タイムライン

の学習をデジタル化した。

導入前

防テクPFで
マッチング

システム
概要

防テクPF
の貢献

防テクPFへの登録はこちらから

マッチングセミナーの個別相談会を通じ複数社より情報収集でき最適なアプリ・

技術を導入できた。「まつやま逃げ遅れゼロプロジェクト」の推進に貢献。

「松山市マイ・タイムライン防災アプリ」はスマートフォンの位置情報を使用し自宅周辺の災

害リスクを確認し、マイ・タイムラインが簡単に作成できる。さらに災害時には避難情報や避

難所開設情報、防災気象情報がプッシュ通知される。

市立の中学校で行っているマイ・タイムラインの学習を、Web上でマイ・タイムラインを作成

し、作ったマイ・タイムラインをアプリに取り組むことができる。

●平成30年7月豪雨を教訓に、災害からの犠牲者ゼロを目指す「まつやま逃げ遅れゼロプロ

ジェクト」を展開。マイ・タイムラインシートの全戸配布や学校でのマイ・タイムラインの学習など、

地域や学校などで、マイ・タイムラインの普及を進めるなかで、災害リスクが簡単に確認でき、

家族で共有できる仕組みを構築したい。

●防テクPF活用メリット ：

個別相談会を通じて複数社より情報を収集。その結果、最適なアプリ・技術を導入できた。

●スケジュール ：

令和４年６月：第４回マッチングセミナー・個別相談会に参加。2社と面談し情報収集。

令和４年8月：「松山市デジタル版マイ・タイムライン等防災サービス業務委託」を公告。

令和５年4月：運用開始。

防災学習

松山市マイ・タイムライン防災アプリ導入により、マイタイムラインの作成と災害への備えの重

要性を啓発することができた。（令和7年1月現在のインストールは約1万7千人）

Web版マイ・タイムラインで紙の防災マップとマイ・タイムラインシートを使用していた市内全

市立中学校（約4,000人）のマイ・タイムラインの学習を、ペーパーレス化することができた。
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